
富山県社会的養育推進計画の改正について 

令和６年 10 月 17 日 

こども未来課 

１ 富山県社会的養育推進計画の概要 

・平成 28 年改正児童福祉法の理念（※）のもと、「家庭養育優先原則」を徹底し子どもの最善の利

益を実現していくため、厚生労働省において『「都道府県社会的養育推進計画」の策定について』

（平成 30年 7 月６日付け通知）を踏まえ、令和２年３月に「富山県社会的養育推進計画」を策定

し、 社会的養育の推進に向けた取組みを進めている。 

計画期間：令和２年度から令和 11年度まで（10年間） 

       令和２年度から令和６年度まで（前期）、令和７年度から令和 11 年度まで（後期） 

・令和６年３月にこども家庭庁から「都道府県社会的養育推進計画の策定について」通知が発出さ

れ、令和６年度中に現行計画（後期）の見直しが求められている。 

 

２ 現行計画と新しい計画との計画記載項目の比較 

※虐待を受けた子どもや、何らかの事情により実の親が育てられない子どもを含め、すべての子どもの育ちを 

 保障する観点から、平成 28 年児童福祉法改正では、子どもが権利の主体であることを明確にし、家庭への養 

育支援から代替養育（里親・ファミリーホーム及び児童養護施設等における養育）までの社会的養育の充実と

ともに、家庭養育優先の理念を規定し、実親による養育が困難であれば、特別養子縁組の永続的解決（パーマ

ネンシー保障）や里親による養育を推進することを明確にした。 
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